
佐
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歳
時
詩
と
歳
時
記

l
六
朝
期
九
月
九
日
詩
の
二
つ
の
傾
向
か
ら

は
じ
め
に

中
園
古
典
詩
に
は
季
節
を
題
材
と
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
季
節
の
費
化
に
伴
う
歳
時
儀
檀
・
行
島
宇
題
材
と
す
る
詩
も
多
数
あ
り
、
宋
代
に
は
す
で
に
蒲
積
中
が
歳

時
儀
麓
・
行
事
を
認
っ
た
詩
を
集
め
た
『
歳
時
雑
諒
』
を
編
み
、
現
在
日
本
で
も
『
漢
詩
虫
腕
時
記
』
と
い
っ
た
類
の
書
が
複
数
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
の
よ

う
な
歳
時
儀
謹
・
行
事
を
一
議
一
っ
た
詩
を
と
り
あ
え
ず
「
歳
時
詩
」
と
呼
び
た
い
。

こ
の
歳
時
詩
、
あ
ま
り
に
も
あ
り
ふ
れ
て
い
る
た
め
に
、
い
つ
の
時
代
に
も
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
存
す
る
作
品
を
調
査

す
る
と
、
時
代
に
よ
る
作
例
、
ま
た
封
象
と
す
る
歳
時
に
よ
る
出
現
時
期
に
は
、
著
し
い
か
た
よ
り
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
個
別
の
歳
時
行
事
に
つ
い
て
は
す
で

に
指
摘
が
あ
る
が
、
全
程
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
注
意
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
六
朝
期
の
歳
時
詩
に
つ
い
て
、
設
時
別
に
作
例
数
を
教
え
て
み

た
。
す
る
と
、
歳
時
詩
の
作
例
に
は
、
か
な
り
か
た
よ
り
が
あ
る
朕
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
穫
の
歳
時
詩
は
、
唐
代
以
降
に
は
ど
の
歳
時
に
隠
し
で
も
大
量
に
作
ら
れ
、
あ
り
ふ
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
む
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
も
、
中
園
詩
は
歳
時

儀
漣
・
行
事
を
一
一
詠
む
こ
と
が
普
遍
的
に
行
わ
れ
て
き
た
と
の
先
入
観
を
い
だ
き
が
ち
な
の
で
あ
る
。

な
ぜ
六
朝
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
歳
時
毎
に
歳
時
詩
の
作
例
敷
に
差
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
唐
代
以
降
に
は
あ
り
ふ
れ
た
題
材
と
な
っ
た
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う

な
背
景
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

い
っ
ぽ
う
、
我
々
が
歳
時
詩
を
讃
む
と
き
、
歳
時
儀
謹
・
行
事
が
過
去
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
、
各
種
の
古
歳
時
記
や
類
書
中
の
歳
時
の
項
目
に

引
用
さ
れ
た
記
事
を
参
考
に
す
る
。
と
り
わ
け
、
中
閣
の
歳
時
記
の
組
で
あ
る
『
剰
楚
歳
時
記
』
は
必
ず
参
照
さ
れ
る
書
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
『
荊
楚
歳
時
記
』

ノ、

九



七。

は
、
梁
代
、
宗
僚
が
著
し
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
歳
時
詩
は
費
・
梁
代
か
ら
作
例
が
増
加
し
は
じ
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、
歳
時
詩
も
歳
時
記
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に

ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
歳
時
詩
の
題
材
の
媛
大
と
『
剤
楚
歳
時
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
歳
時
記
の
編
纂
、
ま
た
類
童
聞
の
編
纂
と
の
関

に
は
何
か
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

歳
時
記
に
闘
し
で
も
、
基
礎
的
な
研
究
は
あ
り
、
な
ぜ
編
ま
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
考
察
は
あ
る
。
し
か
し
、
歳
時
詩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

筆
者
の
閥
心
は
、
梁
代
以
降
、
な
ぜ
歳
時
記
が
編
ま
れ
は
じ
め
た
の
か
、
ま
た
歳
時
詩
の
題
材
の
媛
大
が
起
き
た
の
か
と
い
う
貼
に
あ
る
。
今
岡
は
、
重
陽
の
節
句
で
有

名
な
九
月
九
日
を
題
材
と
し
た
詩
を
素
材
に
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

一
、
六
朝
期
九
月
九
日
詩
の
二
つ
の
傾
向

前
述
の
よ
う
に
、
歳
時
詩
に
は
、
作
例
数
の
か
た
よ
り
の
み
な
ら
ず
、
歳
時
毎
に
そ
の
一
詠
ま
れ
た
紋
況
や
内
容
の
遠
い
が
あ
る
。

中
園
の
儀
謹
・
行
事
を
行
う
日
付
は
、
三
月
三
日
、
五
月
五
目
、
七
月
七
日
、
九
月
九
日
と
陽
数
(
奇
数
)
が
並
ん
だ
日
が
多
い
。
現
在
の
我
々
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
日
付
の
儀
謹
・
行
事
が
同
等
の
待
遇
を
受
け
て
い
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
も
ち
か
ね
な
い
が
、
作
例
数
も
そ
の
内
容
も
歳
時
毎
に
大
き
く
違
う
。
筆
者
が
『
歳
時
雑
一
詠
』

及
び
『
先
秦
漢
貌
菅
南
北
朝
4

巴5
)
に
よ
り
、
嘗
該
日
の
儀
謹
・
行
事
を
題
材
と
し
て
い
る
六
朝
期
の
詩
の
数
を
数
え
た
と
こ
ろ
、
三
月
一
一
百
(
上
島
四
十
一
首
、
五
月
五

日
二
首
、
七
月
七
日
三
十
四
首
、
九
月
九
日
二
十
七
首
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
極
端
に
作
例
が
少
な
い
五
月
五
日
も
、
古
く
か
ら
行
事
と
し
て
の
記
録
は
存
在
し
、
六
朝
嘗
時
、
五
月
五
日
端
午
節
と
い
う
祭
日
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め

に
(
た
と
え
ば
一
冗
宵
節
で
あ
れ
ば
唐
代
以
降
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
行
事
で
あ
り
、
作
例
が
存
在
し
な
く
て
も
何
ら
お
か
し
く
な
い
て
詩
に
取
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
い
場
合
に
、
各
自
付
の
詩
の
作
例
に
大
き
な
か
た
よ
り
が
あ
る
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

三
月
三
日
の
詩
は
、
王
義
之
の
蘭
亭
で
行
わ
れ
た
曲
水
の
宴
で
詩
の
競
作
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
六
朝
全
期
開
を
遜
し
て
、
主
と
し
て
嘗
日
皇
帝
主
宰
の
宴
が
行
わ
れ
、

そ
の
場
で
競
作
さ
れ
た
臆
制
詩
が
大
学
で
あ
る
。
か
た
や
、
七
月
七
日
の
詩
は
古
詩
十
九
首
其
十
「
濯
湿
牽
牛
星
」

で
認
わ
れ
た
の
を
契
機
に
、
六
朝
期
に
は
、
嘗
日
の
宴

席
で
一
諒
一
ま
れ
た
と
お
ぼ
し
き
詩
作
例
も
あ
る
も
の
の
(
菅
・
濡
尼
「
七
月
七
日
侍
皇
太
子
宴
玄
圃
圏
詩
」
等
)
、
牽
牛
織
女
や
嘗
日
行
わ
れ
る
穿
針
の
風
習
を
題
材
と
し
た
一
詠

物
詩
が
ほ
ぼ
全
て
で
あ
る
。

そ
し
て
、
九
月
九
日
、
重
陽
節
の
詩
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
重
陽
節
の
風
習
の
内
容
か
ら
確
認
し
た
い
。
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『
荊
楚
歳
時
記
』
の
九
月
九
日
の
記
事
は
「
野
瀞
登
高
、
掴
剛
茶
飲
菊
」
と
題
し
、

九
月
九
日
、
四
民
並
籍
野
飲
宴
。

九
月
九
日
に
は
、
士
農
工
商
の
四
民
が
野
外
に
出
か
け
宴
舎
を
す
る
。

と
あ
る
。
ま
た
惰
の
社
公
臓
の
注
で
は
、

九
月
九
日
宴
舎
、
未
知
起
於
何
代
。
然
自
漢
世
以
来
未
改
。
今
北
人
亦
重
此
節
、
保
菜
英
、
食
餌
、
飲
菊
花
酒
。
云
令
人
長
書
。
近
代
皆
宴
設
子
肇
樹
。

九
月
九
日
に
宴
舎
を
す
る
こ
と
は
、

い
つ
か
ら
起
こ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
漢
代
以
来
曲
変
わ
っ
て
い
な
い
。
今
、
北
方
の
人
も
こ
の
節
句
を
重
ん
じ
、

実
菜
英
(
カ
ワ
ハ
ジ
カ
ミ
)

の
賓
を
身
に
つ
け
、
餅
米
の
関
子
を
食
べ
、
菊
の
花
を
浮
か
べ
た
酒
を
飲
む
。
こ
れ
ら
は
長
需
を
も
た
ら
す
と
い
う
。
近
頃
で
は
あ
ず

ま
や
が
あ
る
高
蓋
の
上
で
宴
舎
を
す
る
。

と
す
る
。

三
月
三
日
曲
水
宴
と
七
月
七
日
七
夕
の
詩
の
作
例
が
ほ
ぼ
一
定
の
傾
向
を
示
す
な
か
、
九
月
九
日
の
詩
は
異
な
る
二
つ
の
詩
風
を
有
す
る
。
文
末
に
筆
者
が
調
査
し
た
惰

以
前
の
九
月
九
日
に
翻
係
す
る
詩
の
一
貫
表
を
附
す
。

表
一
は
詩
題
あ
る
い
は
詩
中
の
語
句
で
、
(
九
月
)
九
日
や
重
九
と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
詩
の
一
覧
で
あ
る
。
ま
た
表
二
に
は
、
九
月
九
日
と
は
明
記
さ
れ
な
い

も
の
の
、
『
剤
楚
歳
時
記
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
菊
や
飲
酒
な
ど
、
重
陽
節
の
行
事
を
想
起
さ
せ
る
題
材
が
一
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
詩
を
整
理
し
た
。

表
一
か
ら
は
、
九
月
九
日
詩
に
二
つ
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
讃
み
取
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
陶
淵
明
の
よ
う
な
菊
酒
の
詩
で
あ
る
。
表
一

1
番
陶
淵
明
の
「
九
日
開
居
」
詩
は
重
陽
の
節
句
の
菊
酒
を
題
材
と
し
、
序
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

余
閉
居
愛
重
九
之
名
。
秋
菊
盈
園
、
而
持
穆
廃
由
。
空
服
九
華
、
寄
懐
於
二
一
一
問
。

私
は
隠
居
暮
ら
し
を
し
て
い
て
、
重
九
の
日
を
好
ん
で
い
る
。
秋
の
菊
が
庭
い
っ
ぱ
い
に
映
い
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
入
れ
て
飲
む
べ
き
に
ご
り
酒
が
な
い
。
た
だ

菊
花
を
服
用
し
て
、
そ
の
思
い
を
詩
に
託
し
た
。

そ
し
て
詩
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

世
短
意
恒
多
、

世
は
短
く
意
は
恒
に
多
く

斯
人
集
久
生
。

斯
に
人

久
し
き
生
を
幾
(
ね
が
)
ふ
。

日
月
依
辰
至
、

日
月

辰
に
依
り
て
至
り
、



皐
俗
愛
其
名
。

露
凄
瞳
風
息
、

気
激
天
象
明
。

往
燕
無
法
影
、

来
雁
有
徐
撃
。

酒
能
稔
百
慮
、

菊
解
制
類
齢
。

如
何
蓬
庫
士
、

空
視
時
運
傾
。

塵
爵
、
恥
虚
塁
、

寡
華
徒
自
集
。

欽
襟
濁
開
謡
、

緬
罵
起
深
情
。

接
、
運
閏
多
娯
、

滝
留
出
器
開
成
。

ま
た
、
陶
淵
明
は
、
表
二

2
番
「
飲
酒
二
十
首
」
其
の
七
に
つ
い
て
も
「
九
日
」
の
語
は
な
い
も
の
の
、
菊
や
酒
な
ど
、
重
陽
の
行
事
を
想
起
さ
せ
る
盟
聞
を
用
い
て
い

掩
留
す
る
も
山
旦
に
成
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。

七

俗
を
皐
げ
て
其
の
名
を
愛
す
。

露

喧
風
息
み
、

凄
ま
じ
く

気

激
み

天
象
明
る
し
。

往
く
燕

遺
影
無
く
、

来
る
雁

品
陣
聾
有
り
。

酒
は
能
く
百
慮
を
桧
(
は
ら
)
ひ
、

菊
は
解
き
て
類
齢
を
制
す
。

如
何
ぞ
蓬
庫
の
士
、

空
し
く
時
運
の
傾
く
を
観
ん
。

塵
爵

虚
晶
画
を
恥
ぢ
、

寡
華

徒
に
自
ら
策
(
さ
)
く
。

襟
を
飲
(
を
さ
)
め
て

濁
り
閃
か
に
謡
へ
ば
、

緬
罵
と
し
て
深
情
起
こ
る
。

棲
遅

周
よ
り
娯
(
た
の
し
)
み
多
く
、

る
。
こ
の
他
、
重
陽
の
節
句
な
の
に
酒
が
な
か
っ
た
陶
淵
明
に
王
弘
が
酒
を
贈
る
と
い
う
話
が
宋
・
檀
遁
鷲
『
績
菅
陽
秋
』
に
あ
る
(
『
義
文
類
衆
』
巻
四
・
歳
時
中
・
九
月

九
日
所
引
)
。
陶
潜
嘗
九
月
九
日
無
酒
、
宅
遁
菊
叢
中
、
摘
菊
盈
把
、
坐
其
側
久
。
望
見
白
衣
至
。
乃
王
弘
法
酒
也
。
卸
使
就
酌
、
酔
雨
後
蹄
。

陶
淵
明
は
か
つ
て
九
月
九
日
に
酒
が
な
く
、
家
の
近
く
の
菊
の
く
さ
む
ら
で
、
菊
を
摘
ん
で
、
く
さ
む
ら
近
く
に
長
い
こ
と
座
っ
て
い
た
。
遠
く
を
桃
め
て
い
る

と
、
白
服
を
着
た
使
者
が
あ
ら
わ
れ
た
。
王
弘
が
酒
を
贈
っ
て
く
れ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、
酒
を
飲
み
、
酔
っ
ぱ
ら
う
と
賜
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
陶
淵
明
と
菊
と
酒
、
そ
し
て
重
陽
節
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。



表
一
に
は
、
詩
が
宴
席
で
一
一
詠
ま
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
断
を
示
す
記
競
を
附
し
て
お
い
た
。
九
月
九
日
の
宴
席
で
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
詩
は
、

二
十
七
首
中

九
月
九
日
重
傷
節
の
詩
と
い
え
ば
、
陶
淵
明
の
詩
の
印
象
が
強
く
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
、
唐
代
以
降
に
は
、
陶
淵
明
の
詩
を
意
識
し
た
九
月
九
日
の
詩
が
多
く
存
在

す
る
が
、
六
朝
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
詩
は
多
く
は
な
い
。
長
谷
川
滋
成
『
陶
淵
明
の
精
一
紳
生
活
』
等
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
勺
陶
淵
明
以
降
、
六
朝
期
に
九

月
九
日
を
一
一
詠
っ
た
作
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、
謝
瞬
、
謝
霊
湿
の
「
従
宋
公
戯
馬
蓋
集
迭
孔
令
詩
」
を
模
範
と
し
た
公
宴
詩
で
あ
る
。
こ
れ
が
も
う
ひ
と
つ
の
九
月
九
日
詩
で
あ

る
そ
し
て
、
九
月
九
日
の
公
宴
詩
は
、
陶
淵
明
の
詩
と
は
趣
が
だ
い
ぶ
こ
と
な
る
。

つ
ぎ
に
、
九
月
九
日
の
宴
詩
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

二
、
九
月
九
日
の
宴
詩
と
そ
れ
に
諒
み
込
ま
れ
る
も
の

十
七
首
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
大
字
が
、
戯
馬
蓋
お
よ
び
築
遊
苑
で
読
ま
れ
た
公
宴
詩
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
宴
は
ど
の
よ
う
に
し
て
執
り
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

謝
胸
及
、
び
謝
霊
湿
の
「
九
日
従
宋
公
戯
馬
牽
集
迭
孔
令
詩
」
は
、
義
照
十
四
年
(
耳
目
・
安
帯
四
一
七
)
九
月
九
日
に
宋
公
(
の
ち
の
宋
の
武
帝
劉
裕
)
が
戯
馬
牽
の
宴
舎

に
お
い
て
、
向
書
令
で
あ
っ
た
孔
靖
の
腸
郷
を
法
る
た
め
に
賦
さ
れ
た
詩
で
あ
り
、
共
に
『
文
選
』
巻
二
十
に
牧
め
ら
れ
る
。
『
宋
量
目
』
巻
五
十
四
「
孔
季
恭
停
」
に
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
あ
る
。

宋
肇
初
建
、
令
書
以
矯
倫
書
令
、
加
散
騎
常
侍
、
叉
譲
不
受
、
乃
奔
侍
中
、
特
進
、
左
光
線
大
夫
。
僻
事
東
曲
師
、
高
組
銭
之
戯
馬
華
、
百
僚
成
賦
詩
以
逃
其
美
。

宋
王
朝
が
樹
立
さ
れ
た
と
き
、
孔
靖
は
品
問
書
令
と
な
り
、
散
騎
常
侍
の
位
も
加
え
ら
れ
た
が
、
国
僻
し
た
た
め
、
侍
中
・
特
進
・
左
光
蔵
大
夫
と
さ
れ
た
。
齢
任
し

て
、
曾
稽
へ
弱
る
こ
と
に
な
り
、
高
組
は
銭
別
の
宴
を
戯
馬
蓋
で
行
っ
た
。
多
く
の
宮
僚
が
詩
を
作
っ
て
孔
靖
の
す
ば
ら
し
さ
を
稿
え
た
。

戯
馬
牽
は
、
江
蘇
省
銅
山
懸
の
南
に
あ
る
項
視
が
戯
馬
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
高
肇
で
あ
九
百
行
わ
れ
た
日
付
が
九
月
九
日
で
あ
り
、
謝
臓
の
詩
で
は
、
「
聖
心
答
嘉
節
(
聖

，心

嘉
節
を
品
甘
み
)
」
と
書
か
れ
、
謝
霊
運
の
詩
で
は
「
良
辰
感
聖
心
(
良
辰

聖
心
を
感
ぜ
し
め
ご
と
書
か
れ
る
よ
う
に
、
特
別
な
臼
で
あ
る
こ
と
を
臭
わ
せ
る
表
現
は

あ
る
も
の
の
、
重
陽
の
節
句
を
思
わ
せ
る
描
潟
は
み
ら
れ
ず

一
般
的
な
晩
秋
の
情
景
を
一
一
詠
む
だ
け
で
あ
る
。

謝
騰
の
詩
で
は
、
冒
頭
八
句
が
情
景
描
潟
で
あ
る
。

風
至
授
寒
服
、

風
至
り
寒
服
を
授
け
、

霜
降
休
百
工
。

霜
降
り
百
工
休
む
。
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繁
林
牧
陽
彩
、

密
苑
解
華
叢
。

巣
幕
無
留
驚
、

遁
渚
有
来
鴻
。

軽
霞
冠
秋
日
、

迅
商
薄
清
得
。

七
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繁
林

陽
彩
を
牧
め
、

密
苑

華
叢
を
解
く
。

幕
に
巣
く
ひ
て
留
ま
る
鷲
無
く
、

渚
に
遁
ひ
て
来
た
る
鴻
有
り
。

軽
霞

秋
日
に
冠
し

迅
商

清
宵
に
薄
(
せ
ま
)
る
。

謝
霊
濯
の
詩
も
冒
頭
四
句
で
情
景
描
寓
を
行
う
。

透
朔
苦
し
く
、

季
秋
漫
朔
苦
、

放
腐
濯
霜
零
。

凄
凄
陽
奔
緋
、

校
校
害
事
濠
繋
。

季
秋

族
腐

霧
零
を
這
(
さ
)
く
。

凄
凄
と
し
て
陽
井
勝
(
や
)
み
、

鮫
校
と
し
て
寒
濠
繋
し
。

戯
馬
牽
の
宴
舎
に
お
い
て
一
一
詠
ま
れ
た
詩
と
し
て
現
存
す
る
の
は
、
こ
の
謝
騰
と
謝
霊
運
の
二
首
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
に
一
読
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
断
片
の
存
在
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
部
泰
「
九
月
九
日
詩
」
(
『
北
堂
書
紗
』
巻
百
五
十
五
・
歳
時
部
・
九
月
九
日
所
引
)
は
、
秋
の
情
景
を
諒
ん
だ
四
句
の
み
が
残
る
。

動
風
粛
林
阿
、

鳴
雁
驚
時
候
。

簸
菊
照
寒
苗
果
、

竹
枝
不
改
茂
。

動
風

林
阿
に
粛
た
り
、

鳴
雁

時
候
に
驚
く
。

簸
菊

害
事
前
提
(
か
ん
そ
う
)
に
照
(
ひ
か
)
り
、

竹
枝

茂
を
改
め
ず
。

こ
こ
で
は
、
「
簸
菊
」
と
い
う
、
陶
淵
明
「
飲
酒
其
五
」
の
「
採
菊
東
簸
下
」
を
想
起
さ
せ
る
請
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
賞
に
菰
泰
が
戯
馬
牽
の
宴
に
参
加

し
、
こ
の
詩
を
一
一
詠
ん
だ
の
か
、
ま
た
、
菊
以
外
の
重
陽
に
ま
つ
わ
る
要
素
が
詩
に
認
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
な
ど
が
不
明
で
あ
る
。

戯
馬
蓋
の
宴
は
九
月
九
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
主
限
は
孔
靖
の
迭
別
で
あ
り
、
ま
た
競
作
さ
れ
た
詩
に
お
い
て
も
、
重
陽
節
を
強
く
意
識
し
た
表
現
が
と
り
こ
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
。
陶
淵
明
の
詩
と
は
か
な
り
異
質
な
も
の
で
あ
る
。

こ
の
戯
馬
蓋
に
お
け
る
九
月
九
臼
の
宴
が
そ
の
後
も
行
わ
れ
た
と
い
う
記
述
が
、
『
南
費
書
』
巻
九
「
誼
士
山
上
」
に
あ
る
。



費
以
降
、
戯
馬
肇
の
宴
舎
に
お
け
る
詩
作
は
残
ら
な
い
が
、
そ
の
他
の
場
所
で
九
月
九
日
に
宴
舎
が
行
わ
れ
た
際
に
作
ら
れ
た
詩
が
多
く
あ
る
。
表
一

9
、
日
番
は
、
王

史
臣
目
、
:
:
:
宋
武
矯
宋
公
、
在
彰
城
、
九
日
出
項
務
戯
馬
華
。
至
今
相
承
、
以
矯
奮
准
。

史
臣
日
く
、
:
:
:
宋
の
武
帝
が
ま
だ
宋
公
で
あ
っ
た
と
き
、
彰
城
に
お
い
て
、
九
月
九
日
に
項
濁
の
戯
馬
肇
に
行
楽
に
出
か
け
た
。
今
に
い
た
る
ま
で
そ
の
行
事
が

停
え
ら
れ
、
昔
の
や
り
か
た
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

倹
と
薪
子
良
が
同
時
代
を
生
き
て
お
り
、
か
つ
爾
者
と
も
四
言
詩
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
宴
席
で
の
作
の
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
表
一

u、
辺
、
日
、
目
、
崎
、
叩
目
、
幻
番
は
詩
題
に
「
築
遊
苑
」
の
語
が
み
ら
れ
る
。
築
遊
苑
は
、
晋
の
時
代
に
は
薬
草
園
が
あ
町
、
)
宋
の
時
代
に
は
上
巳
曲
水

の
宴
な
ど
が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ
ん
四
重
陽
節
の
時
に
狼
ら
ず
、
多
く
の
宴
舎
が
行
わ
れ
た
。

表
の
時
代
欄
は
、
詩
人
の
波
年
に
よ
る
分
類
の
た
め
、
梁
代
の
み
で
あ
る
が
、
詩
人
の
生
波
年
等
か
ら
考
察
す
る
と
、

U
か
ら
H
H
番
は
湾
代
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高

く
、
薄
か
ら
梁
に
か
け
て
、
築
遊
苑
等
で
九
月
九
日
の
宴
が
何
度
か
催
さ
れ
、
詩
作
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
寅
際
、
『
南
副
首
書
』
巻
三
「
武
帝
紀
」
に
は
、
九
日
妻
と
い
う

場
所
で
九
月
九
日
に
宴
が
行
わ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ
匂
墨
書
巻
三
十
五
「
粛
子
顕
侍
」
に
引
用
さ
れ
る
薪
子
額
「
自
序
略
」
で
は
、
九
月
九
日
の
宴
で
詩
を
賦
し
た

と
書
か
れ
る
(
た
だ
し
、
靖
子
顛
の
現
存
す
る
詩
に
は
、
九
月
九
日
に
ち
な
む
作
は
な
い
)
。

夫
監
十
六
年
、
始
預
九
日
朝
宴
。
調
人
庚
坐
、
濁
受
旨
云
「
今
雲
物
甚
美
、
郷
得
不
斐
然
賦
詩
」
。
詩
既
成
、
叉
降
一
帝
旨
日
「
可
謂
才
子
」
。

天
監
十
六
年
(
梁
・
武
帝
五
一
七
)
に
、
は
じ
め
て
九
月
九
日
の
宴
舎
に
参
加
し
た
。
多
く
の
人
が
宴
席
に
速
な
り
、
私
だ
け
が
皇
帝
の
命
令
を
受
け
、
「
今
、
景
色

が
美
し
い
、
あ
な
た
は
も
ち
ろ
ん
詩
を
作
る
の
で
し
ょ
う
ね
へ
と
一
言
わ
れ
た
。
詩
が
で
き
る
と
、
ま
た
皇
帝
の
お
雪
国
葉
が
く
だ
さ
れ
「
ま
こ
と
に
才
子
で
あ
る
こ
と

よ
」
、
と
言
わ
れ
た
。

表
一
の
備
考
欄
に
は
、
詩
中
に
み
ら
れ
る
重
陽
節
を
思
わ
せ
る
詩
句
を
あ
げ
て
お
い
た
。
築
遊
苑
の
詩
で
は
、
重
陽
節
を
想
起
さ
せ
る
詩
句
は
、

ロ
番
丘
遅
「
九
日
侍
宴

楽
遊
苑
詩
」

の
「
寒
花
委
瑚
」
(
寒
花
は
菊
を
表
現
す
る
)
、
幻
番
庚
肩
五
回
「
九
日
侍
宴
築
遊
苑
慮
令
詩
」

の

「
献
書
重
陽
節
」
「
玉
瞳
吹
花
菊
」
く
ら
い
し
か
な
い
。
他
の
詩

で
も
、
先
の
謝
謄
、
謝
霊
運
詩
の
よ
う
に
情
景
描
寓
は
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
目
立
つ
の
は
秋
の
烏
と
し
て
の
雁
で
あ
り
、
菊
や
莱
英
と
い
っ
た
も
の
で
は
な

しミ。
こ
の
よ
う
に
、
六
朝
期
の
九
月
九
日
の
宴
は
重
陽
節
に
ち
な
み
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
と
き
の
詩
と
し
て
、
重
陽
節
を
想
起
さ
せ
る
語
句
を
入
れ
る
こ
と
は
必

須
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
二
月
三
臼
に
関
す
る
詩
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
、
曲
水
の
流
れ
に
浮
か
べ
る
羽
績
が
一
詠
み
込
ま
れ
る
と
い
う
傾
向
と
は
こ
と
な
る
。

表
一
日
同
番
劉
萄
「
九
日
侍
宴
楽
遊
苑
正
陽
堂
詩
」
と
、
辺
番
庚
肩
五
日
「
九
日
侍
宴
楽
遊
苑
慮
令
詩
」
に
は
と
も
に
「
飲
宥
」

の
語
が
み
ら
れ
る
。
「
飲
宥
」
と
は
、
矢
が
標

七
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的
に
矢
羽
根
の
部
分
ま
で
深
く
く
い
こ
む
こ
と
を
意
味
し
、
矢
が
骨
固
た
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
射
的
を
行
っ
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
表
一
一
ぬ
番
、
陳
後
主
叔

賓
の
詩
題
は
「
五
言
問
管
記
陸
稔
九
日
観
馬
射
詩
」

で
あ
る
。
九
月
九
日
の
宴
舎
で
は
、
射
的
が
同
じ
場
所
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

賓
際
に
、
詩
以
外
で
も
九
月
九
日
に
射
的
を
行
な
っ
た
と
い
う
記
録
が
幾
っ
か
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
『
南
費
量
目
』
巻
九
「
謹
志
上
」
に
は
、

九
月
九
日
馬
射
。
或
設
云
、
秋
、
金
之
節
、
講
武
習
射
。
像
漢
立
秋
之
積
。

九
月
九
日
に
は
流
鏑
馬
を
行
う
。
ま
た
、
秋
は
五
行
配
首
で
金
の
季
節
に
あ
た
り
、
武
衡
の
講
習
舎
を
行
い
、
射
的
を
習
う
の
だ
と
い
う
。
ち
ょ
う
ど
漢
代
の
立
秋

の
儀
謹
の
よ
う
な
・
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
九
月
九
日
の
宴
舎
は
、
軍
事
数
練
な
ど
と
も
絡
み
つ
つ
由
行
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
績
け
ら
れ
、
融
問
・
梁
代
に
は
、
そ
の
場
で
詩
を
作
る
こ
と
が
盛
ん
に
な
っ
た

の
だ
ろ
-
っ
。

こ
の
よ
う
に
、
六
朝
期
の
宮
廷
で
行
わ
れ
た
九
月
九
日
の
宴
は
、
重
陽
節
に
ち
な
み
な
が
ら
も
、
現
在
の
歳
時
資
料
に
残
る
風
習
を
必
ず
し
も
行
っ
て
い
な
か
っ
た
、
あ

る
い
は
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

、
六
朝
期
の
重
陽
節

六
朝
販
の
九
月
九
日
詩
は
宴
詩
が
大
学
で
あ
り
、
陶
淵
明
詩
は
孤
立
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
重
陽
節
の
こ
と
と
は
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
飽

照
「
答
休
上
人
菊
詩
」
な
ど
、
菊
や
酒
等
が
一
詠
み
込
ま
れ
る
詩
が
存
在
す
る
こ
と
を
殺
見
し
た
。
表
二
は
、
そ
の
よ
う
な
詩
及
、
び
、
詩
中
の
表
現
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
重
陽
節
に
ち
な
む
詩
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
詩
題
か
ら
、
こ
れ
ら
は
臆
制
詩
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

九
月
九
日
重
陽
節
の
特
徴
と
し
て
、
前
掲
の
『
剤
楚
歳
時
記
』
及
び
そ
の
浅
の
記
述
を
総
合
す
る
と
、
宴
舎
を
行
う
こ
と
以
外
の
特
徴
と
し
て
、

• 
菊
花
の
酒
を
飲
む

• 
高
所
に
登
る

• 
菜
英
の
賓
を
身
に
つ
け
る

の
三
貼
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
表
二
備
考
欄
で
は
、
菊
と
酒
の
表
現
は
目
立
つ
も
の
の
、
高
所
に
登
る
こ
と
、
莱
英
の
寅
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
関
連
す
る
表
現
は
ほ
と
ん

ど
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
頻
度
の
差
は
何
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
詩
が
重
陽
節
に
ち
な
ん
で
い
る
と
し
た
場
合
、
高
所
に
登
る
こ
と
や
茶
英
の
寅
を
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身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
六
朝
嘗
持
、
重
陽
節
に
ち
な
ん
で
行
わ
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
歳
時
記
と
し
て
一
般
の
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
『
剤
楚
歳
時
記
』
が
は
じ
ま
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
歳
時
に
関
す
る
記
録
で
あ
れ
ば
、
他
の
書

籍
・
詩
賦
な
ど
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
三
貼
の
記
述
に
つ
い
て
、
文
献
的
に
古
い
も
の
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
詩
に
読
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の

{
叩
)

は
い
つ
か
ら
か
に
つ
い
て
、
順
番
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(1)
菊
花
及
び
菊
酒

九
月
九
日
と
菊
花
と
の
関
連
は
か
な
り
古
く
か
ら
み
ら
れ
る
。
『
謹
記
』
「
月
令
」
に
は
「
鞠
有
黄
花
(
鞠
に
黄
花
あ
り
)
」
と
あ
り
、
後
漢
・
出
世
寒
『
四
民
月
令
』
に
は

「
九
月
九
日
、
可
採
菊
花
(
九
月
九
日
に
は
菊
の
花
を
摘
む
べ
し
ご
と
の
文
言
が
あ
る
。

そ
し
て
、
貌
文
帝
「
輿
鍾
係
書
」
(
『
義
文
類
衆
』
巻
四
・
歳
時
中
・
九
月
九
日
等
所
引
)

で
は
、
菊
は
長
需
を
も
た
ら
す
と
の
考
え
が
披
露
さ
れ
て
い
る
。

歳
往
月
来
、
忽
復
九
月
九
日
。
九
矯
陽
数
、
而
日
月
並
慮
、
俗
嘉
其
名
、
以
矯
宣
於
長
久
。
故
以
享
宴
高
舎
。
是
月
律
中
無
射
。
言
霊
木
康
章
、
無
有
射
而
生
。
至

於
芳
菊
、
紛
然
濁
祭
。
非
夫
含
乾
坤
之
純
和
、
鰭
芥
芳
之
淑
気
、
執
能
如
此
。
故
屈
卒
悲
・
再
再
之
鰐
老
、
思
食
秋
菊
之
落
英
。
輔
韓
延
年
、
莫
斯
之
貴
。
謹
奉
一

束
、
以
助
彰
組
之
術
。

歳
月
が
ゆ
き
す
ぎ
て
、
あ
っ
と
い
う
開
に
ま
た
も
や
九
月
九
日
と
な
り
ま
し
た
。
九
は
奇
数
で
あ
り
、
ま
た
月
と
日
の
教
が
同
じ
な
の
で
、
俗
世
間
で
は
そ
の
日
を

曾
ぴ
、
長
需
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
宴
舎
を
行
う
の
で
す
。
こ
の
月
の
音
調
は
十
二
律
中
の
無
射
に
あ
た
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
草
木
は
光

が
足
り
ず
生
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
芳
し
い
菊
だ
け
が
、
咲
き
鋭
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
天
地
の
調
和
を
含
み
、
複
郁
と
し
た
淑
気
を
も
っ
て
い

る
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
屈
原
は
、
だ
ん
だ
ん
と
年
老
い
て
い
く
の
を
悲
し
み
、
秋
菊
の
落
ち
た
花

び
ら
を
口
に
し
た
い
と
望
ん
だ
の
で
す
。
健
の
祭
養
を
補
い
、
霧
命
を
延
ば
す
の
に
、
菊
の
花
よ
り
も
よ
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
束
を
差
し
上
げ
て
、
長
需
の

仙
人
で
あ
っ
た
彰
組
の
術
の
手
助
け
と
し
た
く
存
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
陶
淵
明
の
よ
う
な
、
菊
酒
の
記
録
は
何
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
『
臨
海
記
』
(
『
華
文
類
衆
』
巻
四
・
歳
時
部
中
・
九
月
九
日
所
引
)
に
は
、
菊
酒
及
び
登

高
の
原
型
と
お
ぼ
し
き
記
述
が
あ
る
。

郡
北
四
十
歩
、
有
湖
山
、
山
甚
卒
正
、
可
容
数
百
人
坐
。
民
俗
極
重
、
毎
九
日
菊
酒
之
辰
、
議
曾
於
此
山
者
、
常
至
三
四
百
人
。

郡
の
北
方
四
十
歩
の
と
こ
ろ
に
は
、
湖
山
が
あ
り
、
山
の
頂
上
が
卒
地
に
な
っ
て
い
て
、
数
百
人
が
座
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
衆
の
風
俗
で
は
こ
こ
を
非
常
に
重
ん

じ
、
九
日
の
菊
糖
の
時
期
と
も
な
る
と
、
こ
の
山
で
宴
舎
を
す
る
も
の
が
、

い
つ
も
三
、
四
百
人
に
も
な
る
。



が
引
用
す
る
『
臨
海
記
』

『
臨
海
記
』
は
、
『
惰
士
山
』
に
著
録
さ
れ
な
い
書
籍
で
あ
る
が
、
侠
文
資
料
を
み
る
か
ぎ
り
、
臨
海
郡
に
関
す
る
地
理
書
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
太
卒
嚢
宇
記
』
巻
九
十
八

七
八

の
侠
文
に
は
、
「
E

日
永
和
三
年
(
穆
帝
三
四
七
)
」
と
あ
り
、
『
華
文
類
衆
』
巻
八
が
引
用
す
る
侠
文
に
は
「
隆
安
(
耳
目
・
安
帯
三
九
七
|
四
O
二

初
」
と
あ
る
た
め
、
菅
か
ら
宋
に
か
け
て
、
陶
淵
明
と
同
時
代
、
あ
る
い
は
少
し
遅
れ
て
の
成
立
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

(2)
登
高

り
高
所
に
登
り
、
自
分
の
思
い
を
述
べ
る
詩
の
侍
統
は
貌
の
曹
植
以
来
あ
る
。
節
目
に
高
所
に
登
る
と
い
う
の
は
、
九
月
九
日
登
高
以
外
に
も
、
正
月
人
目
な
ど
に
も
あ

一
定
し
て
い
な
か
っ
弘
ま
た
、
六
朝
期
の
九
月
九
日
の
詩
に
は
、
登
高
の
題
材
が
み
ら
れ
な
い
と
の
指
嬬
も
あ
九
百

た
だ
、
筆
者
の
調
査
の
な
か
で
義
見
し
た
の
が
、
陸
雲
の
失
題
の
四
二
一
一
一
司
一
詩
で
あ
る
。
題
名
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
詩
が
諒
ま
れ
た
の
が
九
月
九
日
で
あ
っ
た
ど

思
築
芳
林
、

う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
菊
の
花
と
高
所
に
登
る
こ
と
が
同
時
に
出
て
く
る
最
古
の
詩
で
あ
ろ
う
。

芳
林
を
楽
し
む
を
思
ひ
、

舌
一
口
采
其
菊
。

衡
薄
漣
塗
、

中
原
有
寂
。

登
彼
修
轡
、

在
林
籍
宿
。

街
御
佳
人
、

清
顔
如
玉
。

号
一
口
(
こ
こ
)
に
其
の
菊
を
采
る
。

衡
の
薄
(
く
さ
む
ら
)

塗
(
み
ち
)
に
遁
ひ
、

中
原
に
寂
(
ま
め
)
有
り
。

彼
の
修
轡
に
登
り
、

林
に
在
り
て
籍
宿
す
。

仕
別
徴
た
る
佳
人
、

こ
の
失
題
詩
は
全
部
で
六
首
あ
り
、
こ
こ
に
あ
げ
た
の
は
そ
の
第
一
首
で
あ
る
。
詩
の
内
容
全
績
は
、
自
分
の
老
い
と
孤
濁
を
嘆
い
て
お
り
、
陶
淵
明
詩
の
さ
き
が
け
と

清
顔
は
玉
の
如
し
。

-もい
h

え
ト
也
事
つ
。

九
月
九
日
に
高
所
に
登
っ
た
と
い
う
記
述
は
詩
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
六
朝
期
に
も
複
数
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
臨
海
記
』

の
語
を
用
い
て
九
月
九
日
の
風
習
を
紹
介
し
て
い
る
。 の
記
述
で
も
山
に
登
る
、
と
書
い
て
あ
っ

た
。
ま
た
、
『
珠
章
詑
』
(
『
太
卒
御
賢
』
巻
七
十
四
・
沙
所
引
)
は
、
「
登
高
」

龍
沙
在
郡
北
。
帯
江
沙
甚
潔
白
、
高
峻
而
崎
。
阪
陥
有
龍
形
。
嘗
俗
九
月
九
日
登
高
よ
慮
也
。

龍
沙
は
郡
の
北
に
あ
る
。
長
江
の
沙
を
帯
び
て
非
常
に
白
く
、
高
く
険
し
い
。
斜
面
に
龍
の
姿
ら
し
き
も
の
が
み
え
る
。
昔
の
習
俗
で
は
九
月
九
日
の
登
高
の
行
事
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が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。

『
珠
章
記
』
は
、
『
隔
士
宮
史
部
地
理
類
に
、
雷
次
宗
撲
と
あ
る
。
雷
次
宗
は
『
宋
書
』
巻
九
十
三
「
隠
逸
侍
」
に
俸
が
あ
り
珠
章
出
身
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

『
孟
嘉
列
侍
』
(
『
初
撃
記
』
傘
四
等
所
引
)
に
は
、
九
月
九
日
に
山
で
宴
舎
を
し
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
。

[
孟
]
嘉
矯
桓
温
参
軍
、
既
知
其
政
、
温
甚
重
之
。
九
月
九
日
温
遊
龍
山
、
参
僚
畢
集
。
風
吹
嘉
帽
落
、
不
費
如
廊
。
孫
盛
時
在
坐
、
温
授
紙
筆
命
噺
之
、
着
嘉
坐

慮
。
嘉
腸
見
之
、
笑
而
請
紙
卸
答
。
了
不
容
思
。

孟
嘉
が
桓
温
の
参
軍
と
な
り
、
そ
の
政
治
能
力
を
知
ら
れ
た
た
め
、
桓
温
は
孟
嘉
を
非
常
に
重
用
し
た
。
九
月
九
日
に
桓
温
は
龍
山
に
遊
び
、
幕
僚
た
ち
が
皆
集

ま
っ
た
。
風
が
孟
嘉
の
帽
子
を
吹
き
飛
ば
し
た
の
に
、
孟
嘉
は
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
、
測
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
孫
盛
は
そ
の
と
き
宴
席
の
場
に
お
り
、
桓
温

は
紙
を
輿
え
て
、
孟
嘉
の
こ
と
を
か
ら
か
わ
せ
、
そ
の
紙
を
孟
嘉
の
座
席
に
置
か
せ
た
。
孟
嘉
は
戻
っ
て
き
て
そ
の
文
を
み
る
と
、
笑
っ
て
紙
を
求
め
て
す
ぐ
さ
ま

返
事
を
書
い
た
。
た
ち
ま
ち
出
来
上
が
っ
た
。

こ
の
宴
席
で
書
か
れ
た
文
章
は
、
由
服
制
詩
で
な
く
、
個
人
的
な
か
ら
か
い
と
そ
の
返
答
で
あ
る
。
ま
た
、
E

日
・
習
撃
歯
『
裳
陽
記
』
に
は
、
劉
弘
と
山
簡
が
九
日
に
山
で

宴
舎
を
し
た
と
の
記
述
が
あ
ん
対
雨
者
と
も
『
惰
志
』
に
別
集
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
が
、
詩
は
現
存
せ
ず
、
宴
舎
に
ち
な
み
詩
を
作
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
六
朝
期
に
は
、
九
月
九
日
に
山
に
登
っ
た
、
遊
ん
だ
と
い
う
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
陸
雲
の
詩
を
除
く
と
、
登
高
の
題
材
は
詩
に
一
詠
み
込
ま
れ
て
い
な

ぃ
。
そ
れ
は
、
九
月
九
日
の
詩
は
宴
詩
が
中
心
で
あ
り
、
個
人
の
感
慨
を
一
詠
う
も
の
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

(3)
茶
英

先
に
引
用
し
た
『
剤
楚
歳
時
記
』
杜
公
臓
注
で
は
、
引
用
文
に
引
き
績
き
、
菊
酒
、
登
高
、
莱
英
の
起
源
の
説
明
と
し
て
、
梁
・
呉
均
『
績
費
譜
記
』
を
引
用
す
る
。
こ

れ
は
、
後
漢
の
費
長
房
が
弟
子
に
九
月
九
日
に
不
幸
が
起
き
る
と
橡
吾
一
目
し
て
、
菜
葵
の
寅
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
高
所
に
登
り
菊
酒
を
飲
ん
で
厄
よ
け
を
す
る
よ
う
に
勤
め

た
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
ま
た
、
社
公
臓
は
言
及
し
な
い
が
、
『
西
京
雑
記
』
巻
三
及
、
び
耳
目
・
干
賓
『
捜
紳
記
』
巻
二
に
は
漢
代
、
威
夫
人
の
侍
女
が
九
月
九
日
宮
中
で
莱
英

の
賓
を
身
に
つ
け
、
菊
の
酒
を
飲
み
、
長
害
時
を
得
ょ
う
と
し
た
、
と
い
っ
た
話
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
績
費
譜
記
』
は
梁
代
に
な
っ
て
か
ら
の
著
作
で
あ
り
、
『
西
京
雑

記
』
は
成
立
時
期
が
暖
昧
で
、
『
捜
紳
記
』
も
類
書
等
に
は
『
捜
紳
記
』
か
ら
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
な
い
、
原
本
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
筒
所
で
あ
る
。
費

長
房
の
話
も
、
威
夫
人
の
侍
女
の
話
も
起
源
の
説
話
と
し
て
、
後
代
に
な
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
ヤ
)

菜
英
自
慢
の
放
能
に
つ
い
て
は
、
『
費
民
要
術
』
に
す
で
に
詳
細
な
記
述
が
あ
る
が
、
九
月
九
日
と
結
び
つ
け
た
古
い
記
録
と
し
て
は
、
『
萎
文
類
衆
』
巻
四
・
歳
時
部

中
・
九
月
九
日
及
び
巻
八
十
九
・
木
部
下
・
菜
英
に
引
用
さ
れ
る
『
風
土
記
』
の
文
が
あ
ち
)



八。

九
月
九
日
。
律
中
無
射
而
歎
九
。
俗
倫
此
月
。
折
莱
英
房
以
橘
頭
。
舌
口
醇
除
悪
気
而
禦
初
官
事
。
(
巻
四
)

九
月
九
日
。
こ
の
月
の
音
調
は
十
二
律
中
の
無
射
に
あ
た
り
、
数
が
九
で
あ
る
。
俗
世
聞
で
は
こ
の
月
を
曾
ぶ
。
菜
英
の
房
を
折
っ
て
頭
に
揺
す
。
こ
れ
は
悪
気
を

遜
け
、
多
の
は
じ
め
の
寒
さ
を
防
ぐ
の
だ
と
い
う
。

茶
英
、
椴
也
。
九
月
九
日
熱
。
色
赤
、
可
採
時
也
。
(
巻
八
十
九
)

菜
英
は
淑
で
あ
る
。
九
月
九
日
に
熟
す
。
赤
色
に
な
る
と
牧
穫
時
期
で
あ
る
。

『
風
土
記
』
は
後
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
呉
か
ら
晋
に
か
け
て
の
人
、
周
慮
の
撰
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
歳
時
習
俗
記
録
の
先
駆
け
と
目
さ
れ
る
記
事
が
多
い
書
籍
で
あ

る

ま
た
重
陽
と
菜
英
を
結
び
つ
け
た
記
述
が
劉
宋
・
萄
伯
子
『
臨
川
記
』
(
『
太
平
賓
字
記
』
巻
百
十
所
引
)
に
も
あ
る
。

玉
義
之
嘗
矯
臨
川
内
史
、
置
宅
於
郡
東
高
坂
、
名
日
新
城
。
傍
臨
週
渓
、
特
擁
層
阜
。
其
地
爽
壇
、
山
川
如
董
。
今
奮
井
及
墨
池
猶
存
。
毎
重
傷
日
、
郡
守
従
事
多

遊
於
斯
。
因
立
亭
白
菜
英
亭
。

王
義
之
が
臨
川
内
史
で
あ
っ
た
と
き
、
自
宅
を
東
の
高
蓋
に
設
け
、
新
城
と
名
づ
け
た
。
傍
ら
に
は
川
が
流
れ
、
高
い
丘
が
よ
り
そ
っ
て
い
た
。
そ
の
土
地
は
高
所

に
あ
っ
て
乾
燥
し
て
お
り
、
山
川
の
眺
め
は
給
董
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
現
在
も
嘗
時
の
井
戸
と
筆
や
硯
を
洗
っ
た
池
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。
重
陽
の
節
句
の
日
毎

に
、
郡
守
や
従
事
の
多
く
が
こ
こ
で
宴
遊
す
る
。
そ
こ
で
、
あ
ず
ま
や
を
建
て
て
茶
英
亭
と
名
付
け
た
。

間
内
容
の
文
が
『
太
卒
御
賢
』
巻
百
七
十
(
州
郡
部
・
江
南
道
・
撫
州
)
に
も
引
用
さ
れ
る
が
、
莱
英
亭
と
名
付
け
た
と
の
く
だ
り
は
な
い
。
著
者
と
さ
れ
る
萄
伯
子
は

『
宋
書
』
巻
六
十
に
侍
が
あ
り
、
文
集
が
あ
り
、
ま
た
史
書
等
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
『
臨
川
記
』
と
い
う
書
物
に
つ
い
て
は
、
『
初
拳
記
』
と

重
陽
節
と
莱
英
の
結
び
つ
き
が
詩
で
意
識
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
縛
し
て
唐
代
の
重
陽
節
の
詩
に
な
る
と
、
菜
英
の
語
が
用
い
ら
れ
、
張

『
北
堂
書
紗
』
に
も
他
の
侠
文
が
あ
る
も
の
の
、
『
惰
士
山
』
等
に
も
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
資
料
が
信
頼
の
お
け
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
王
義
之
よ
り
あ
と
、
劉
宋
時
代

に
、
重
陽
の
節
句
の
宴
と
莱
英
が
結
び
つ
い
て
い
た
も
う
一
つ
の
例
と
な
る
。

け
れ
ど
も
、
表
二
の
備
考
欄
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
六
朝
期
の
九
月
九
日
詩
で
茶
英
は
一
切
一
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。
重
陽
の
語
や
、
九
月
九
日
と
の
結
び
つ
き
が

そ
れ
ほ
ど
深
く
な
か
っ
た
六
朝
期
に
、
こ
の
文
が
書
か
れ
た
と
い
う
の
は
少
し
疑
問
が
残
る
。

設
の
詩
「
湘
州
九
日
城
北
亭
子
」

で
は
、
重
陽
節
の
こ
と
を
莱
英
節
と
表
現
し
て
い
る
。

西
楚
菜
英
節
、

西
楚
の
莱
英
の
節
、



南
准
戯
馬
蓋
。

寧
知
況
水
上
、

復
有
菊
花
杯
。

亭
帳
怨
高
出
、

親
朋
自
遠
来
。

短
歌
賂
念
景
、

同
使
興
情
催
。

南
准
の
戯
馬
華
。

寧
ぞ
知
ら
ん
況
水
の
上
、

復
た
菊
花
の
杯
有
る
を
。

亭
帳

高
き
に
懲
り
て
出
で

親
朋

遠
く
自
り
来
る
。

短
歌
す
る
に

絡
に
念
景
あ
ら
ん
と
し

張
設
は
こ
の
ほ
か
「
九
日
進
菜
英
山
詩
」
五
首
な
ど
で
も
菜
英
の
語
を
用
い
て
い
る
。

同
に
興
情
を
し
て
催
せ
し
む
。

初
唐
以
降
、
重
陽
節
の
詩
の
作
例
は
念
激
に
増
加
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
は
、
登
高
、
菊
酒
と
い
っ
た
、
六
朝
期
の
詩
に
み
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
み
な
ら
ず
、
莱
英

も
か
な
り
の
頻
度
で
登
場
す
る
。
歳
時
記
録
と
詩
に
お
け
る
歳
時
儀
誼
・
行
事
の
受
容
の
ず
れ
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

回
、
歳
時
記
の
編
纂
の
意
固
と
そ
の
役
割

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
歳
時
儀
謹
・
行
事
に
閲
す
る
記
録
は
、
歳
時
記
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
書
物
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
統
合
し
て
歳
時
記
と

い
う
一
加
の
書
物
を
編
も
う
と
い
う
機
運
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
歳
時
記
は
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
歳
時
記
編
纂
の

(1)
地
理
書
か
ら
の
分
離

歴
史
を
ひ
も
と
き
つ
つ
、
考
え
て
み
た
い
。(

阻
)

守
屋
美
都
雄
『
中
園
古
歳
時
記
の
研
究
』
で
は
、
『
剤
楚
歳
時
記
』
以
前
の
歳
時
記
的
な
書
物
と
し
て
、
菜
英
の
解
説
を
載
せ
て
い
た
耳
目
・
周
慮
『
風
土
記
』
を
と
り
あ
げ

る
。
『
風
土
記
』
は
、
『
惰
志
』
で
史
部
地
理
類
に
著
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
唐
・
劉
知
幾
『
史
遁
』
「
書
志
篇
」
に
お
い
て
も
、
地
理
書
の
さ
き
が
け
と
さ
れ
て
い
る
喝
地

理
書
の
鐙
裁
の
中
に
歳
時
儀
謹
の
記
事
を
多
数
掲
載
し
て
い
た
よ
う
で
、
関
連
す
る
侠
文
が
多
く
残
る
。
守
屋
氏
は
、
周
腐
は
も
と
突
の
人
で
、
華
北
の
人
々
が
南
方
に
多

く
流
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
た
ち
の
文
化
を
庚
く
示
そ
う
と
し
て
、
地
理
記
録
の
な
か
に
歳
時
儀
謹
の
記
録
も
交
え
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
梁
代
に
な
り
、
宗
懐
が
『
剤
楚
歳
時
記
』
を
編
ん
だ
。
剤
楚
と
は
現
在
の
長
江
中
流
域
の
こ
と
で
あ
る
。
侯
景
の
鋭
が
起
こ
り
、
武
帝
は
死
去
、
湘
東
王
後

八



八

の
元
帝
|
は
剤
州
の
王
で
あ
り
、
宗
懐
等
剤
州
の
人
聞
を
重
用
し
た
。
侯
景
の
鋭
で
建
業
(
南
京
)
を
離
れ
た
あ
と
、
宗
懐
は
建
業
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
楚
の
別
宮
で

あ
っ
た
渚
宮
へ
遷
都
し
て
は
と
提
案
し
た
。
こ
の
よ
う
な
宗
懐
の
郷
土
愛
が
『
剤
楚
歳
時
記
』
を
編
ま
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。

{
寸
屋
氏
の
『
中
園
古
歳
時
記
の
研
究
』
、
及
び
『
荊
楚
歳
時
記
』
解
説
で
は
、
『
刻
楚
歳
時
記
』
を
引
用
す
る
最
古
の
書
籍
で
あ
る
『
玉
燭
賓
典
』
が
書
名
を
『
荊
楚
記
』

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
書
名
は
『
剤
楚
記
』
で
あ
り
、
社
公
絡
の
注
緯
が
附
さ
れ
る
に
際
し
て
、
宗
懐
の
序
文
に
あ
る

記
』
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
勺
つ
ま
り
、
最
楚
歳
時
記
』
も
本
来
は
地
理
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
現
行
の
『
剤
楚
歳
時
記
』
に
純
粋
な

「
歳
時
」

の
語
を
用
い
て
『
剤
楚
歳
時

地
理
の
記
録
は
み
ら
れ
ず
、
ま
た
、
歳
時
へ
の
強
い
関
心
が
序
文
に
お
い
て
示
さ
れ
る
(
北
宋
・
晃
公
武
『
郡
粛
讃
書
士
山
』
所
引
)
。

侍
玄
朝
倉
、
杜
篤
上
巳
、
安
仁
秋
興
紋
、
君
道
娯
崎
、
其
属
僻
己
治
、
其
比
事
則
不
弘
。
某
率
園
周
小
託
、
以
録
剰
楚
歳
時
。
元
日
至
除
夕
、
凡
二
十
品
跡
事
也
。

侍
玄
の
元
日
「
朝
舎
の
賦
」
、
杜
篤
の
上
巳
「
誠
稜
の
賦
」
、
潜
岳
の

「
秋
興
の
賦
」
、
稽
含
の
「
娯
婚
の
賦
」
は
、
人
口
に
贈
炎
し
て
い
る
が
、
行
事
自
憶
が
普
及
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
た
め
に
、
私
は
さ
さ
や
か
な
本
を
書
い
て
、
剤
楚
地
方
の
歳
時
儀
謹
に
つ
い
て
記
録
し
よ
う
と
思
う
。
元
日
か
ら
大
晦
日
ま
で
、
全

部
で
二
十
項
目
あ
ま
り
を
た
て
た
。

こ
の
序
文
は
北
宋
代
ま
で
し
か
遡
れ
ず
、
本
賞
に
宗
懐
の
序
文
な
の
か
は
、
疑
問
も
残
る
が
、
歳
時
の
記
録
の
不
備
を
補
お
う
と
し
て
、

一
書
に
ま
と
め
た
と
の
内
容

は
、
現
在
の
『
剤
楚
歳
時
記
』
の
寅
態
と
一
致
す
る
。

交
通
や
情
報
惇
達
手
段
が
致
達
し
て
い
な
か
っ
た
六
朝
嘗
時
、
地
域
毎
に
歳
時
儀
謹
・
行
事
も
多
種
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
地
理
書
は
世
田
該
地
域
の
風
習
を
記
す

こ
と
で
、
地
理
書
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の
歳
時
記
の
役
割
も
指
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
歳
時
記
が
珊
冊
立
し
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る。
(2)
歳
時
習
俗
に
お
け
る
雅
俗
の
問
題

歳
時
に
闘
す
る
記
述
は
、
『
剤
楚
歳
時
記
』
出
現
以
前
に
も
、
断
片
的
な
記
述
で
あ
れ
ば
様
々
な
書
に
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
後
漢
・
感
勧
の
『
風
俗
遁
義
』
に
は
、
端
午
節
の
不
祥
よ
け
に
関
す
る
記
録
が
あ
り
、
ま
た
志
怪
に
も
劉
宋
・
劉
敬
叔
『
異
苑
』
に
載
る
一
月
十
五
日
の
紫
姑

侍
説
や
、
『
績
費
譜
記
』
に
載
る
五
月
五
日
の
屈
原
侍
設
な
ど
、
歳
時
儀
謹
の
由
来
を
説
く
も
の
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
『
玉
燭
寅
典
』

の
本
文
や
『
剤
楚
歳
時

記
』
注
に
も
引
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
歳
時
儀
謹
・
行
事
の
説
明
に
は
「
俗
」
と
の
表
現
が
よ
く
あ
る
。
こ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
「
雅
」

の
反
意
語
と
し
て
の

「
俗
」
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
歳
時
記
的
な
記
録
に
お
い
て
は
、
歴
史
書
の
謹
志
に
は
記
録
さ
れ
な
い
よ
う
な
、
宮
中
行
事
で
は
な
い
歳
時
習
俗
を
積
極
的
に
記
す
と
い
う
意



が
い
、
無
名
の
人
物
の
故
事
で
も
載
せ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
先
に
紹
介
し
た
『
風
土
記
』
の
莱
英
の
説
明
に
あ
っ
た
「
俗
倫
此
月
」

の

「
俗
」
も
、

い
わ
ゆ
る

圃
が
反
映
さ
れ
た
表
現
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

寅
際
、
『
風
俗
遁
義
』
は
正
し
い
風
俗
と
何
か
に
つ
い
て
記
し
た
書
で
あ
り
、
民
開
の
こ
と
も
多
く
載
せ
る
。
志
怪
も
文
人
貴
族
の
逸
話
ば
か
り
の
『
世
説
新
語
』
と
は
ち

文
人
貴
族
で
は
な
い
人
々
の
生
活
に
根
ざ
し
た
歳
時
儀
謹
・
行
事
と
し
て
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

文
人
の
季
節
行
事
は
、
も
と
も
と
は
民
間
に
あ
っ
た
風
習
を
と
り
い
れ
、
そ
れ
を
「
嬰
化
」
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
三
月
三
日
の
曲
水
は
、
本
来
は
御
被
と

い
う
宗
教
儀
謹
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
も
の
が
、
王
義
之
の
曲
水
の
宴
の
行
事
を
き
っ
か
け
に
、
御
械
の
儀
謹
で
は
な
く
、
詩
作
を
す
る
た
め
の
宴
舎
へ
と
性
質
を
費
え

た
。
文
人
は
、
民
間
に
あ
っ
た
儀
週
間
・
行
事
の
意
味
を
骨
抜
き
に
し
、
本
来
の
意
闘
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
『
績
費
譜
記
』
に
載
せ
ら
れ
る
、
耳
目
の
武
帝
が
直
下
達
に

曲
水
の
宴
の
由
来
を
尋
ね
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。
民
間
の
成
時
行
事
が
宮
中
儀
頑
と
な
る
と
き
、
そ
れ
は
儀
謹
本
来
の
意
義
を
失
い
、
行
業
の
た
め
の
口
賓
と

な
る
。
そ
の
元
組
が
曲
水
の
宴
な
の
で
あ
る
。

重
陽
の
行
事
の
記
録
は
い
ち
お
う
六
朝
時
代
か
ら
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
六
朝
嘗
時
は
ま
だ
「
俗
」
な
も
の
で
あ
り
、
貴
族
文
化
と
し
て
取
り
い
れ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
推
定
す
れ
ば
、
九
月
九
日
の
慮
制
詩
に
は
、
重
陽
節
を
思
わ
せ
る
表
現
が
な
い
こ
と
が
説
明
で
き
る
。
そ
し
て
、
陶
淵
明
の
詩
は
熔
制
詩
で
は

な
く
、
個
人
的
な
感
慨
を
一
一
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
俗
な
風
習
で
あ
る
菊
酒
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
六
朝
期
の
九
月
九
日
詩
に
お
い
て
、
陶
淵
明
の

作
例
が
特
殊
な
の
は
、
陶
淵
明
と
い
う
詩
人
の
立
場
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
『
文
選
』
の
李
善
注
で
は
、
『
剤
楚
歳
時
記
』
(
ま
た
本
来
の
書
名
と
考
え
ら
れ
る
『
剤
楚
記
』
も
)

は
一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
『
風
土
記
』
も
、
地
理

情
報
に
関
す
る
記
載
の
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
歳
時
儀
讃
・
行
事
に
闘
す
る
注
に
何
を
用
い
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
三
月
三
日
の
御
蔵
に
関
し
て
は
、
『
績
漢

書
』
「
謹
儀
士
山
」
や
『
周
謹
』
が
引
用
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
李
善
が
『
剤
楚
歳
時
記
』
を
参
照
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
文
選
』
に
枚

録
さ
れ
る
よ
う
な
作
品
に
認
わ
れ
る
歳
時
儀
謹
・
行
事
に
関
す
る
注
穆
を
附
す
た
め
に
は
、
古
い
経
典
の
記
述
で
充
分
ま
か
な
え
て
し
ま
っ
た
、

い
い
か
え
れ
ば
、
貴
族
文

化
の
源
流
は
基
本
的
に
経
書
に
求
め
、
『
剤
楚
歳
時
記
』
の
よ
う
な
俗
文
化
を
記
録
す
る
書
籍
は
必
要
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

(3)
惰
の
統
一
か
ら
唐
以
降
に
お
け
る
歳
時
記
編
纂
と
そ
の
受
容

梁
の
宴
詩
に
お
い
て
は
、
重
陽
節
を
伺
わ
せ
る
表
現
は
少
数
な
が
ら
存
在
し
た
。
し
か
し
、
詩
は
あ
く
ま
で
も
宴
の
中
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
惰
や
初
唐

の
歳
時
詩
で
は
、
宴
の
詩
で
も
そ
う
で
な
く
て
も
、
表
現
の
傾
向
に
ち
が
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

惰
・
杜
肇
卿
『
玉
燭
賓
典
』
十
二
巻
は
、
『
剤
楚
歳
時
記
』
の
つ
ぎ
に
古
い
歳
時
記
で
あ
り
、
巻
九
を
敏
く
潟
本
が
前
田
舎
経
閣
の
み
に
停
わ
ん
可
撰
者
は
惰
の
杜
蓋
卿
で

八
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あ
る
。
ま
た
、
『
荊
楚
歳
時
記
』
の
注
稗
者
杜
公
婚
は
杜
肇
卿
の
姪
子
に
あ
た
り
、
『
玉
燭
賓
典
』
を
参
考
に
『
剤
楚
歳
時
記
』
に
注
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
南

北
の
文
化
の
異
同
を
逐
一
指
摘
し
て
い
る
。

『
剤
楚
歳
時
記
』
重
陽
の
行
事
に
つ
い
て
、
杜
公
臓
の
注
は
「
今
北
人
亦
重
此
節
」
と
し
て
い
た
。
重
陽
の
節
句
の
行
事
が
過
去
で
は
な
く
、
「
現
在
」
、
北
方
の
人
々
の
あ

い
だ
で
「
も
」
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
強
調
し
て
い
る
。

北
方
人
は
、
南
方
の
文
化
を
拳
ぽ
う
と
し
た
と
き
、
『
玉
燭
賓
典
』
の
よ
う
な
歳
時
記
を
編
み
、
ま
た
『
剤
楚
(
歳
時
)
記
』
に
詳
細
な
注
を
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
網
羅
す

る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
南
方
に
お
け
る
雅
俗
の
匿
別
を
す
る
こ
と
な
く
、
歳
時
儀
謹
・
行
事
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
に
引
用
し
た
張
設
の
九
月
九
日
詩
は
、
「
西
楚
菜
葵
節
、
南
准
戯
馬
肇
」
と
地
域
ま
で
意
識
し
た
封
句
表
現
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
こ
そ
、
書
籍
か
ら
得
た
知
識
に
よ
る

造
句
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

唐
初
に
編
ま
れ
た
類
書
に
も
、
歳
時
の
項
目
は
必
ず
た
て
ら
れ
て
い
る
。
類
書
は
、
唐
初
の
詩
文
作
成
に
と
っ
て
必
要
不
可
欽
な
も
の
で
あ
っ
弘
頻
繁
に
行
わ
れ
た
歳

時
儀
健
・
行
事
の
な
か
で
、
歳
時
の
み
の
情
報
を
取
り
上
げ
た
歳
時
記
は
、

て
っ
と
り
早
い
歳
時
儀
纏
・
行
事
の
指
南
書
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
詩
を

認
む
と
き
も
、
歳
時
記
や
類
書
を
参
考
に
習
俗
を
諒
み
込
み
、
歳
時
儀
謹
・
行
事
の
雰
囲
気
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
唐
代
以
降
の
歳
時
詩
は
盛
行

し
、
ま
た
唐
代
以
降
、
多
く
の
歳
時
記
が
編
ま
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

む
す
び
に
か
え
て
|
陶
澱
明
の
受
容

こ
こ
で
再
び
九
月
九
日
重
陽
節
の
歳
時
詩
に
戻
る
。
長
谷
川
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
重
陽
の
節
句
を
認
う
詩
は
陶
淵
明
以
後
ほ
ぽ
断
細
胞
し
、
惰
唐
に
な
っ

て
復
活
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
詩
の
な
か
に
は
、
陶
淵
明
を
意
識
し
た
も
の
が
多
数
あ
る
。
た
と
え
ば
、
王
勃
「
九
月
九
日
採
石
館
宴
序
」
は
、
先
に
紹
介
し
た
『
績

耳
目
陽
秋
』
の
王
弘
が
重
陽
節
の
日
に
陶
淵
明
に
酒
を
贈
っ
た
故
事
を
下
敷
き
と
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。

九
日
重
陽
節
、

九
日
の
重
陽
節
、

関
門
有
菊
花
。

門
を
聞
け
ば
菊
花
有
り
。

不
知
来
迭
酒
、

知
ら
ず

来
た
り
て
酒
を
迭
る
を
、

若
箇
是
掬
家
。

箇
(
か
く
)

の
若
き
は
是
れ
陶
家
な
ら
ん
。
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陶
淵
明
は
死
後
暫
く
評
債
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
唐
代
以
降
に
詩
人
と
し
て
の
評
債
が
高
ま
る
。

唐
代
以
降
の
重
陽
節
の
詩
の
盛
行
に
関
し
て
は
、
歳
時
記
を
用
い
た
詩
作
と
い
う
問
題
の
み
な
ら
ず
、
陶
淵
明
の
受
容
の
問
題
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

今
回
は
、
時
間
と
紙
幅
の
制
限
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
め
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

(1)
儀
謹
・
行
事
と
書
く
の
は
、
節
目
毎
に
行
わ
れ
る
行
矯
が
本
来
は
宗
教
儀
謹
や
御
抜
と
い
っ
た
儀
謹
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
後
世
、
と
り
わ
け
貴
族
・
文
人
の
文
化

と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
段
階
と
な
る
と
、
儀
纏
の
宗
教
性
・
儀
式
性
が
失
わ
れ
、
畢
な
る
行
業
の
た
め
の
行
事
の
意
味
合
い
が
強
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
こ
ま
で
が
儀
謹

で
ど
こ
か
ら
が
行
事
で
あ
る
か
の
線
引
き
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
儀
週
間
・
行
事
と
併
記
す
る
。

(2)
四
庫
全
書
に
牧
め
ら
れ
る
。
な
お
、
今
岡
『
先
秦
漢
抽
窪
田
南
北
朝
詩
』
と
『
歳
時
雑
諒
』
の
爾
方
を
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
『
先
秦
漢
貌
晋
南
北
朝
詩
』
が
校
訂
に
使
っ
て
い
る
明
代
抄

本
で
北
京
圃
書
館
蔵
と
い
う
『
歳
時
雑
誌
』
と
、
日
本
で
簡
便
に
み
ら
れ
る
四
庫
版
と
で
は
、
テ
キ
ス
ト
に
遠
い
が
多
い
こ
と
に
気
付
い
た
。

(3)
参
考
に
『
歳
時
雑
誌
』
中
の
各
歳
時
詩
の
最
古
例
の
作
者
名
・
作
品
名
を
あ
げ
て
み
る
。

元
日
銀
・
曹
槙
コ
克
舎
」

立
春
:
梁
・
劉
孝
威
「
賜
総
花
絶
句
」

人
目
:
北
周
・
庚
信
「
和
人
目
晩
景
宴
昆
明
池
」

上
元
:
疎
後
主
「
宴
光
壁
殿
諒
遁
山
燈
」

晦
日
:
北
競
・
虚
元
明
「
晦
日
泥
舟
慮
詔
」

中
和
節
:
中
唐
・
徳
宗
「
中
和
節
目
宴
百
寮
」

寡
食
:
初
庸
・
杜
掩
「
認
寒
食
闘
鶏
秦
王
教
」

清
明
・
・
初
唐
・
李
嬬
「
清
明
早
赴
玉
門
牽
成
」

上
巳
・
・
膏
・
張
華
「
上
巳
篇
」

春
讃
日
:
中
唐
・
薙
裕
之
「
三
月
晦
日
郊
外
法
客
」

端
午
:
梁
・
王
鋳
「
五
日
望
採
拾
」

夏
至
中
唐
・
章
臆
物
「
夏
至
遜
暑
北
池
」

立
秋
・
盛
唐
・
孫
溢
「
立
秋
田
題
安
昌
寺
北
山
亭
」

七
夕
・
・
漢
・
関
名
「
七
夕
」
(
卸
古
詩
十
九
首
其
十
)

中
一
冗
:
中
唐
・
徳
宗
「
七
月
十
五
日
題
章
敬
寺
」

中
秋
:
盛
唐
・
杜
甫
「
中
秋
夜
月
」
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重
陽
・
晋
・
陶
潜
「
九
日
作
」
(
郎
「
九
日
開
居
」
)

初
冬
盛
唐
・
社
甫
「
十
月
一
日
初
各
」

多
至
晋
・
張
華
「
冬
至
日
小
舎
」

除
夜
・
梁
・
庚
肩
E

口
「
歳
壷
態
制
」

(4)
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は
す
で
に
「
中
関
の
祭
日
と
死
者
を
巡
る
物
語
り
」
(
小
関
隆
編
『
記
念
日
の
創
造
』
人
文
書
院
、
二

O
O七
)
で
簡
箪
に
検
討
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、

車
に
、
『
文
選
』
、
『
玉
蓋
新
諒
』
の
編
纂
と
結
び
つ
け
て
、
嘗
時
の
総
括
的
な
書
籍
を
編
む
風
潮
を
指
摘
し
た
だ
け
で
、
歳
時
詩
に
つ
い
て
は
全
く
縮
れ
な
か
っ
た
。

(5)
逢
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
競
耳
目
南
北
朝
詩
』
(
中
華
害
局
、
一
九
八
三
)
。

(6)
三
月
の
御
械
の
行
事
は
、
古
く
は
月
は
じ
め
の
巳
の
日
(
上
巳
)
に
行
わ
れ
た
が
、
六
朝
期
に
は
三
月
三
日
に
ほ
ぼ
固
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
は
、
三
月
上
巳
と
=
一
月
=
一

日
は
同
質
の
も
の
と
し
て
扱
う
。

{
7
)
『
初
筆
記
』
は
「
四
民
」
を
「
土
民
」
に
つ
く
る
。
こ
の
場
合
の
意
味
は
「
そ
の
土
地
の
人
」
と
な
る
。

(B)
『
整
文
類
衆
』
巻
八
十
一
・
薬
香
草
部
上
・
菊
に
も
簡
略
化
さ
れ
た
文
が
み
え
る
。

(9)
長
谷
川
滋
成
『
陶
淵
明
の
精
神
生
活
』
「
九
日
(
き
く
ざ
け
)
」
(
汲
古
書
院
・
汲
古
遺
書
、
一
九
九
五
)
参
照
。

(ω)
戯
馬
蔓
で
の
宴
と
そ
こ
に
集
ま
っ
た
詩
人
・
詩
作
に
つ
い
て
は
佐
藤
正
光
「
謝
謄
・
謝
震
濯
の
文
撃
と
そ
の
周
遁
|
彰
城
戯
馬
蓋
の
宴
遊
と
作
品
の
考
察

l
」
(
『
南
朝
の
門
閥
貴
族
と
文

且
干
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
、
第
四
章
)
に
詳
し
い
。

(
日
)
た
だ
し
、
戯
馬
車
軍
に
閲
す
る
資
料
は
、
文
献
的
に
は
、
劉
宋
以
降
の
も
の
に
し
か
み
ら
れ
ず
、
寅
際
に
項
視
の
時
代
か
ら
存
在
し
た
か
は
不
審
。

〈
ロ
)
佐
藤
氏
前
掲
書
参
照
。

(
日
)
佐
藤
氏
前
掲
書
は
戯
馬
肇
の
宴
舎
の
参
加
者
と
し
て
、
『
宋
書
』
の
記
載
に
よ
り
、
宋
の
官
僚
と
し
て
赴
任
し
た
人
物
か
ら
、
文
章
で
有
名
だ
っ
た
人
物
と
し
て
、
謝
震
運
、
謝
職
、
謝
晦
、

侍
亮
、
蒐
泰
、
奈
廓
、
劉
湛
、
沼
嘩
を
あ
げ
る
。
し
か
し
、
直
接
戯
馬
肇
に
参
加
し
た
と
い
う
文
献
資
料
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

〈H
H

〉
『
文
選
』
巻
二
十
泡
陣
「
築
遊
感
詔
詩
」
李
善
注
「
『
丹
陽
郡
園
経
』
目
、
梁
遊
苑
、
宮
城
北
三
塁
。
膏
時
薬
園
也
(
『
丹
陽
郡
園
経
』
に
い
う
、
集
遊
苑
は
、
都
の
北
三
里
の
と
こ
ろ
に
あ

る
。
菅
の
時
代
の
薬
草
園
で
あ
る
)
」
。

(
日
}
『
文
濯
』
巻
二
十
顔
延
之
「
鹿
詔
議
曲
水
作
詩
」
李
善
詮
「
『
水
経
注
』
目
、
奮
柴
遊
苑
、
宋
元
嘉
十
一
年
、
以
其
地
局
曲
水
。
武
一
帝
引
流
縛
酌
賦
詩
。
義
子
野
『
宋
略
』
目
、
文
帝
一
冗
嘉

十
一
年
三
月
丙
申
、
複
飲
子
築
遊
苑
、

E
組
道
江
夏
玉
義
恭
、
衡
陽
王
義
季
、
有
詔
、
曾
者
斌
詩
。
(
北
貌
・
脇
道
元
『
水
経
注
』
に
い
う
、
嘗
築
遊
苑
は
、
宋
の
元
嘉
十
一
年
〔
四
三
四
〕
、

そ
の
場
所
に
曲
水
用
の
水
路
を
造
っ
た
。
武
帝
の
時
に
は
流
れ
に
酒
盃
を
浮
か
べ
て
詩
を
作
っ
た
。
梁
-
泰
子
野
『
宋
略
』
で
は
、
文
帯
の
元
嘉
十
一
年
三
月
丙
申
の
日
に
、
被
棋
の
儀

謹
を
梁
遊
苑
で
行
い
、
江
夏
王
劉
義
恭
、
衡
陽
王
劉
義
季
の
送
別
を
行
い
、
詔
が
あ
っ
て
、
参
舎
者
は
詩
を
一
詠
ん
だ
と
い
う
)
」
。

(
回
)
『
南
費
書
』
巻
=
一
「
武
帝
紀
」
「
(
永
一
明
五
年
)
九
月
己
丑
、
詔
日
「
九
日
出
商
繍
館
登
高
宴
群
臣
」
。
辛
卯
、
車
駕
幸
商
線
館
。
館
、
上
所
立
、
在
孫
陵
闘
。
世
呼
矯
「
九
日
妻
」
者
也

{
永
明
五
年
〔
四
八
七
〕
九
月
己
丑
の
日
、
「
九
日
に
商
組
館
に
出
向
き
、
高
所
に
登
っ
て
臣
下
達
を
宴
で
ね
ぎ
ら
う
」
と
の
詔
が
あ
っ
た
。
辛
卯
の
目
、
車
に
乗
っ
て
商
調
館
に
御
幸
し

た
。
商
編
館
は
皇
帝
が
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
孫
陵
闘
に
あ
る
。
世
の
人
々
が
「
九
白
書
室
」
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
)
」
。

(
げ
)
『
南
史
』
巻
四
十
二
は
、
同
所
に
つ
い
て
天
監
六
年
(
五
O
七
)
の
こ
と
と
す
る
。

(
凶
)
同
文
が
『
著
書
』
巻
二
十
一
「
強
志
下
」
に
も
み
ら
れ
る
。

(
凶
)
李
嫡
海
「
上
巳
、
重
陽
習
俗
演
嬰
的
文
撃
軌
跡
」
(
『
河
南
大
事
報
(
社
曾
科
拳
版
)
』
三
八
|
二
、

一
九
九
八
)
は
、
北
朝
で
は
十
六
園
時
代
以
降
、
三
月
上
巳
の
日
に
狩
猟
が
行
わ
れ
た
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こ
と
、
そ
し
て
、
重
陽
節
も
、
北
周
に
お
い
て
、
狩
猟
の
習
慣
が
追
加
さ
れ
た
、
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
本
文
で
引
用
し
た
『
南
車
両
書
』
「
謹
士
山
」
の
狩
猶
活
動
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
根

擦
が
不
明
瞭
だ
が
、
北
朝
の
遊
牧
文
化
の
影
響
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

(
初
)
重
陽
節
の
各
儀
謹
・
行
事
に
つ
い
て
は
守
屋
美
都
雄
『
剤
楚
歳
時
記
』
(
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
、
一
九
七
八
)
や
、
王
銃
築
『
剤
楚
歳
時
記
校
法
』
(
文
津
出
版
社
、
一
九
八
八
)
に
詳
し

い
考
護
が
あ
り
参
考
に
し
た
。

(
幻
)
守
屋
氏
前
掲
『
刑
楚
旗
時
記
』
一
一
一

O
頁
は
、
『
臨
海
士
山
』
に
つ
い
て
、
呉
-
沈
釜
の
『
臨
海
水
土
物
志
』
だ
と
す
る
。
た
だ
、
『
臨
海
水
土
物
士
宮
の
『
太
平
御
費
』
に
み
え
る
侠
文
は
、

海
の
生
物
の
記
述
に
限
ら
れ
、
ま
た
、
『
臨
海
記
』
か
ら
と
さ
れ
る
『
義
文
類
家
』
、
『
太
平
御
寛
』
の
侠
文
は
、
地
理
の
記
述
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
及
び
、
本
文
中
に
あ
げ
た
年
競
の

記
述
か
ら
、
『
臨
海
詑
』
と
『
臨
海
水
土
物
士
山
』
は
別
書
だ
と
考
え
る
。

(
辺
)
中
村
喬
『
中
園
の
年
中
行
事
』
(
平
凡
社
、
一
九
八
八
)
一
九
九
頁
は
登
高
の
風
習
は
放
旗
の
性
質
を
持
ち
、
正
月
七
日
、
正
月
十
五
日
な
ど
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
の
ち
に
九
月
九

臼
に
集
約
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
宇
野
直
人
「
中
園
詩
歌
に
お
け
る
登
高
速
望
の
系
譜
」
(
『
中
閤
詩
文
論
叢
』
二
、
一
九
八
三
)
は
、
詩
に
諒
ま
れ
る
登
高
の
期
間
俗
は
歳
時

習
俗
と
結
び
つ
い
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
本
来
呪
術
的
な
意
味
を
有
し
て
い
た
と
す
る
。

(
お
)
松
田
稔
「
唐
の
登
高
詩
起
源
考
」
(
『
漢
文
事
舎
報
』
一
一
一
、
一
九
七
五
)
は
、
六
朝
の
重
陽
の
誇
と
登
高
の
詩
が
唐
代
に
な
っ
て
結
び
つ
き
重
陽
登
高
の
詩
が
生
ま
れ
た
と
す
る
。

(M)
『
世
設
新
語
』
識
壁
篇
劉
孝
標
注
、
『
北
堂
書
紗
』
雀
百
五
十
五
は
出
所
を
『
孟
嘉
別
惇
』
と
す
る
。
『
督
害
』
巻
九
十
八
「
孟
嘉
侍
」
及
、
び
『
陶
淵
明
集
』
「
奮
故
征
西
大
将
軍
長
史
孟
府

君
侍
」
も
細
か
い
文
字
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぽ
同
内
容
が
含
ま
れ
る
。
ち
な
み
に
孟
嘉
は
陶
淵
明
の
母
方
の
組
父
に
あ
た
る
。

(
お
)
膏
・
習
盤
歯
『
裏
陽
記
』
(
『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
二
・
時
序
部
・
九
月
九
日
等
所
引
)
「
望
楚
山
有
三
名
。
一
名
馬
鞍
山
、
一
名
災
山
。
:
・
・
卸
劉
弘
・
山
簡
九
日
宴
賞
之
所
也
(
望
楚
山

に
は
三
つ
の
名
前
が
あ
る
。
一
つ
は
馬
鞍
山
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
災
山
で
あ
る
。
:
:
:
劉
弘
と
山
簡
が
九
月
九
日
に
宴
舎
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
。

(
お
)
祭
日
の
起
源
説
話
に
つ
い
て
は
、
前
掲
佐
野
「
中
園
の
祭
日
と
死
者
を
巡
る
物
語
り
」
で
五
月
五
日
の
屈
原
、
三
月
三
日
の
三
人
の
媛
、
一
月
十
五
日
の
紫
姑
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
つ

た。

(
幻
)
こ
の
他
、
『
北
堂
書
紗
』
巻
百
五
十
五
、
『
太
卒
御
覧
』
巻
三
十
二
、
九
百
九
十
一
、
九
百
六
十
、
明
・
戴
義
『
養
徐
月
令
』
巻
十
六
に
も
同
種
の
侠
文
が
み
ら
れ
る
。
守
屋
美
都
雄
『
中

園
古
歳
時
記
の
研
究
』
(
帝
園
書
院
、
一
九
六
四
)
資
料
編
「
周
庖
『
風
土
記
』
輯
本
」
一
一
一

O
九
|
一
三

O
頁
参
照
。
た
だ
し
、
『
義
文
類
衆
』
の
文
は
牧
め
ら
れ
て
い
な
い
。

(
お
)
守
屋
美
都
雄
『
中
園
古
歳
時
記
の
研
究
』
(
帝
園
書
院
、
一
九
六
四
〉
。

(
m
m
)

『
史
遁
』
内
篇
巻
一
一
一
「
書
志
篇
」
「
自
沈
餐
著
『
臨
海
水
土
』
、
周
鹿
撰
『
陽
羨
風
土
』
、
蕨
類
衆
彩
、
諒
非
一
族
。
是
以
『
地
理
』
矯
書
、
陸
澄
集
而
難
壷
。
『
水
経
』
加
注
、
廊
元
編
而
不

窮
。
蓋
方
物
之
事
、
壷
在
是
失
(
沈
筆
が
『
臨
海
水
士
物
志
』
を
著
し
、
周
慮
が
『
陽
羨
風
土
記
』
を
書
い
て
か
ら
、
そ
の
種
の
書
は
お
び
た
だ
し
く
多
く
、
一
種
類
で
は
な
い
。
そ
こ

で
陸
澄
が
『
地
理
書
』
と
い
う
書
物
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
害
を
枚
集
し
た
が
、
す
べ
て
は
集
め
き
れ
な
か
っ
た
。
路
道
元
が
『
水
経
』
に
注
を
加
え
る
の
に
用
い
た
が
極
め
き
れ
な
か
っ

た
。
地
域
の
情
報
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
に
全
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
)
」
。

(
町
山
)
守
屋
氏
前
掲
『
中
園
古
歳
時
記
の
研
究
』
、
五
六
頁
参
照
。

(
出
)
守
屋
氏
前
掲
『
中
園
古
歳
時
記
の
研
究
』
、
六
一
頁
及
び
『
剤
楚
歳
時
記
』
二
七
四
頁
参
照
。

(
お
)
各
月
に
一
巻
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
九
月
の
行
事
が
載
っ
て
い
る
筈
の
巻
九
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、
『
玉
燭
賓
典
』
の
重
陽
節
の
記
事
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

(
お
)
初
唐
詩
の
作
成
と
類
書
の
編
纂
に
閥
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
は
、
間
一
多
「
類
書
輿
詩
」
(
『
聞
一
多
全
集
』
第
三
巻
、
生
活
・
讃
書
・
新
知
三
聯
書
応
、
一
九
八
二
、
初
出

は
『
大
公
報
文
義
副
刊
』
第
五
十
二
期
)
に
あ
る
。

(M)
長
谷
川
氏
前
掲
書
は
、
唐
代
の
陶
淵
明
の
影
響
を
受
け
た
九
月
九
日
詩
と
し
て
、
農
園
輔
「
九
日
」
、
社
甫
「
九
日
藍
田
窪
氏
妊
」
等
を
あ
げ
る
。



(
お
)
陶
淵
明
は
梁
・
鍾
燦
『
詩
品
』
で
は
「
中
口
問
」
に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
釜
谷
武
士
山
ヱ
ハ
朝
に
お
け
る
陶
淵
明
評
債
を
め
ぐ
っ
て
」

債
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
を
、
嘗
時
重
視
さ
れ
た
劉
句
表
現
に
長
じ
て
な
い
か
ら
だ
と
分
析
し
て
い
る
。

(
『
未
名
』
七
、

八
八

一
九
八
八
)
は
、
嘗
時
陶
淵
明
が
評
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10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

時代 作者

管 陶淵明

晋 陶淵明

膏

菅 楊義

宋 謝臆

宋 覇王 泰

宋 謝霊運

宋 顔測

費 王倹

費 寛陵王粛子良

梁 任防

梁 丘遅

梁 沈約

梁 沈約

梁 劉毛主

梁 何遜

梁 富l孝威

梁 簡文帝粛綱

梁 簡文帝粛綱

梁 簡文帯粛綱

梁 庚肩吾

梁 王錆

梁 王傍己

北周 王褒

陳 陳後主叔賓

陳 江線

陳 江総

*附表一:唐以前九月九日の詩一覧表

題 名 宴か 頁 備 考

九日開居 990 

己酉歳九月九日詩 995 

月節折楊柳歌十三首九月歌 1068 「甘菊吐黄花、非無杯競用」

九月九日紫微夫人輪作許示都 1104 
i草敬儀謹を諒い、重陽節とは
関係なし

九日従宋公戯馬蔓集迭孔令詩 。1131 
九月九日詩 ム 1144 「簸菊照寒菜、竹枝不改茂」

九日従宋公戯馬筆集迭孔令詩 。1157 
九日坐北湖聯句詩 1242 「澄酒汎初蘭」

侍太子九日宴玄圃詩 。1378 四言詩
九日侍宴詩 。1382 四「軽言傷詩時薦、落英可准」
九日侍宴楽遊苑詩 。1596 
九日侍宴築遊苑詩 。1602 四言詩「寒花委瑚」
矯臨川王九日侍太子宴詩 。1630 四言詩
九日侍宴梁遊苑詩 。1630 四言詩
九日侍宴梁遊苑正陽堂詩 。1671 「立乗争飲宥」
九日侍宴築滋苑詩矯西封侯作 。1680 
九日酌菊酒詩 1882 「告書杯度不取」

九日侍皇太子築遊苑詩 。1929 四言詩
大同八年秋九日詩 。1948 
九日賦韻詩 1958 

九日侍宴梁遊苑態令詩 。1985 「「献飲宥言尊重陽節射J r玉瞳吹花菊J
山西 」

摘園菊贈謝僕射皐詩 2019 「重九惟嘉節Jr吃酌宣長久J

九日詩 。2120 
九日従駕詩 。2336 
五言同管言E陸論九日観馬射詩 。2518 
衡州九日詩 2592 「園菊抱黄華、庭楢剖珠貧」

於被長山亭安帰賦還韻揚詩州九月九日行 2595 「故郷簸下菊、今日幾花開」



会附表二:唐以前 重陽節を思わせる題材が詠み込まれている詩一覧

時代 作者 題 名 頁 備 考

1 菅 陸雲 失題六章其ー 715 「言采其菊Jr登彼備轡J

2 雷 陶淵明 飲酒二十首其七 998 「「秋ー菊錫有難佳濁色進」、杯盤壷自傾J

3 宋 飽照 答休上人菊詩 1287 「酒出野田稲、菊生高岡草」

4 宋 讃曲歌八十九首其五十 1343 f摘菊持飲酒、浮華著口遁」

5 梁 庚肩吾 贈周慮士詩 1994 「簸下黄花菊」

6 北周 庚信 同舎河楊公新進山池聯得寓目詩 2375 「菊寒花正合、杯香酒紹濃J

7 北周 庚信 臥疾窮秋詩 2377 「有菊翻無酒」

8 北周 庚信 蒙賜酒詩 2378 「仙正人値一遇花飲、分得爾ニ杯」
「 菊開」

9 北周 庚信 西門豹廟詩 2382 「菊花碕酒複」

10 北周 庚信 聴費秋晩館中飲酒詩 2385 「量生菊向浮杯」

11 北周 庚{言 術主贈桑落酒奉答詩 2392 「停盃待菊花j

12 北周 康信 就蒲州使君乞酒詩 2392 「漏岸菊花秋、願持河朔欽j

13 階 元行恭 秋遊昆明池詩 2654 「樽酒慰登臨Jr岸菊爽新金」

14 隔 醇道衡 秋日遊昆明池詩 2683 「酒遇菊花開」

※題名及び頁は逢欽立『先秦漢貌畜南北朝詩1(中華書局、一九八三)による

九
0 


